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■ くしの歯作戦とは

東北地方太平洋沖地震により大津波が沿岸部を襲い、甚大な被害が発生しました。国土交通省東北

地方整備局は宮城県や自衛隊と協力して緊急輸送道路を使い啓開（通行可能に）することを決めました。

“くしの歯作戦”とは “くしの歯型”の啓開ルート形状から名づけられた救援作戦のことです。

出典：画・写真とも東北地方整備局“震災伝承館”のHPより
道路啓開の様子

■ 被災地への物資供給

“くしの歯作戦”によって啓開された道路を使い、被災地の各地に食料、医薬品、燃料、生活物資など

が運び込まれました。被災直後は道路網が各所で寸断し、また受入側も混乱状態にあったため、物資輸

送は困難を極めました。物資の運搬にあたっては、全国トラック業協会や各都道府県トラック業協会の加

盟企業などが従事しました。被災地が必要とする物資は、時間の経過とともに変化し、その種類は多岐に

わたりました。

出典：図・表とも全日本トラック協会（2014）東日本大震災における緊急支援物資輸送活動の記録より

実績
パン 約939万食
即席めん 約256万食
おにぎり・もち・包装米飯 約350万食
精米 約336万食
その他（缶詰等） 約740万食
食料計 約2,621万食
飲料 約794万本
トイレットペーパー 約38万個
毛布 約41万枚
おむつ 約40万枚
一般薬 約24万箱
マスク 約438万枚
燃料 約1.6万㎘
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国の緊急輸送対策本部による支援物資の調達輸送実績

国土交通省資料抜粋


